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二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
間
も
な
く
中
国
政
府
は
「
中
華
文
明
探
源
工
程
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
発
表
し
現
在
も
進
め
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
陝
西
省
の
黄
土
地
帯
に
あ
る
万
里
の
長

城
近
く
の
楡 ユ

イ

林 リ
ン

で
、
巨
大
都
市
の
石
峁

せ
き
ぼ
う

遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
た
人
々
は

万
里
の
長
城
が
建
設
さ
れ
る
以
前
に
北
方
の
遊
牧
民
と
交
易
し
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
遺
跡

は
黄
河
文
明
の
終
わ
り
頃
か
ら
夏
王
朝
の
初
め
頃
の
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

私
が
高
校
生
の
時
は
、
中
国
文
明
と
い
え
ば
黄
河
文
明
だ
け
で
、
長
江
文
明
の
記
述
は
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
長
江
下
流
域
で
河
姆
渡
遺
跡
や
良
渚
遺
跡
な
ど
が
発

見
さ
れ
、
長
江
文
明
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
紀
元
前
五
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
紀

元
前
三
〇
〇
〇
年
頃
の
遺
跡
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
資
料
に
よ
っ
て
誤
差
が
あ
る
。
ま
た
、

四
川
省
で
は
不
思
議
な
青
銅
の
仮
面
が
出
土
し
た
三
星
堆
遺
跡
も
発
見
さ
れ
た
。 

 

一
方
、
黄
河
文
明
に
も
二
十
世
紀
後
半
に
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
殷
墟
よ
り
古
い
二
里
頭
遺

跡
が
発
掘
さ
れ
、
夏
王
朝
の
首
都
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
。
殷
の
存
在
は
十
九
世
紀
末
に

偶
然
発
見
さ
れ
た
甲
骨
文
字
の
解
読
か
ら
、
司
馬
遷
が
著
し
た
『
史
記
』
の
殷
に
関
す
る
伝
承

は
史
実
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
同
様
に
司
馬
遷
は
夏
王
朝
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い

る
。
爵
と
呼
ば
れ
る
青
銅
の
器
な
ど
が
出
土
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
文
字
が
書
か
れ
た
文
物
は

ま
だ
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

長
江
文
明
は
黄
河
文
明
と
同
じ
こ
ろ
成
立
し
た
が
、
黄
河
文
明
の
方
が
多
く
研
究
さ
れ
て

き
た
。
こ
れ
は
中
国
の
統
一
王
朝
が
十
四
世
紀
成
立
の
明
以
外
、
み
な
華
北
（
黄
河
や
そ
の
支

流
域
）
に
首
都
を
置
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
華
北
は
支
配
す
る
側
、
江
南
（
長
江

中
流
・
下
流
域
）
は
支
配
さ
れ
る
側
と
い
う
対
立
構
造
が
あ
っ
た
。
春
秋
時
代
に
江
南
の
楚
の

覇
者
は
華
北
の
周
王
に
対
抗
し
て
王
と
名
乗
り
、
ま
た
楚
の
項
羽
と
関
中
（
華
北
の
西
安
周
辺
）

を
手
に
入
れ
た
漢
の
劉
邦
と
の
対
立
も
有
名
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
国
を
常
に
脅
か
し
て
き
た

の
は
北
方
の
遊
牧
民
で
あ
り
、
そ
の
対
策
が
万
里
の
長
城
建
設
で
あ
っ
た
。
首
都
か
ら
遠
い
南

方
の
長
江
流
域
に
は
歴
代
の
王
朝
は
関
心
が
薄
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

 


